
株式会社ＪＴＢコミュニケーションデザイン

令和3年2月18日(木)

第5稿

令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業

（日本食・食文化の功労者表彰）

実施報告書





22

INDEX

開催概要 全体概要 4

関係者リスト 5.6

日本食海外普及功労者情報 7

日本食海外普及功労者プロフィール 8～13

日本食海外普及功労者スピーチ動画の制作 14

輸出に取り組む優良事業者 情報 15.16

準備業務体制 17

運営組織図 18

会場アクセス 19

会場全体図 20～22

会場レイアウト 23

座席図 24

協議会総会出席者リスト 出席者リスト 26～29

プレスリスト 30

協議会総会記録写真 32～39

協議会総会議事録 41～55

協議会総会制作物 ホームページへの掲載 57.58

協議会総会配布物
[受付配布･席置き配布] 

59

媒体掲載関連 新聞・雑誌・Web 61～63

首相官邸報道 64

事務局関係 受賞者対応 66

協議会会員・選考委員対応 67

プレス関係対応 68

事務局・運営報告 69



令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

開催概要
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全体概要

令和２年度日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

農林水産物等輸出促進全国協議会総会
日本食海外普及功労者表彰

農林水産省食料産業局海外市場開拓・食文化課

令和２年12月11日（金）16:00～17:30 ※開場：15:00

招待制

82名
※農林水産物等輸出促進全国協議会の関係者、受賞者等

31社・49名

菅 義偉 （内閣総理大臣）
野上 浩太郎 （農林水産大臣)
葉梨 康弘 （農林水産副大臣）
茂木 友三郎 （農林水産物等輸出促進全国協議会 会長)
馬場 久萬男 （公益財団法人食品等流通合理化促進機構 会長）
飯田 陽一 （経済産業省 貿易経済協力局長）
太田 豊彦 （農林水産省 食料産業局長）

●日本食海外普及功労者表彰
・日本食海外普及功労者（１名）
・功労者選考委員
下渡 敏治 （日本大学名誉教授）
服部 幸應 （学校法人服部学園服部栄養専門学校理事長・校長)

●輸出に取り組む優良事業者
・農林水産大臣賞 （４社）
・食料産業局長賞 （５社）
・優良事業者選賞審査委員
下渡 敏治 （日本大学名誉教授）
宮田 理恵 （カテナ株式会社代表取締役）

①農林水産物等輸出促進全国協議会会長 挨拶 【茂木 友三郎氏】
②農林水産大臣 挨拶 【野上 浩太郎氏】
③日本食海外普及功労者及び輸出に取り組む優良事業者

(大臣賞)への表彰状授与及び受賞者スピーチ
④内閣総理大臣 挨拶 【菅 義偉氏】
⑤記念撮影
⑥輸出に取り組む優良事業者(局長賞)への表彰状授与及び
受賞者スピーチ

⑦輸出促進政策の現状と課題の報告

ザ・キャピトルホテル東急 1F 大宴会場「鳳凰」

■事業名称

■催事名

■主催

■日程

■参加方法

■参加者数

■報道関係者

■登壇関係者

■表彰

■次第

■会場
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名 顔写真

登壇関係者

内閣総理大臣
菅 義偉
すが よしひで

農林水産大臣
野上 浩太郎
のがみ こうたろう

農林水産副大臣
葉梨 康弘
はなし やすひろ

キッコーマン株式会社 取締役名誉会長
農林水産物等輸出促進全国協議会 会長

茂木 友三郎
もぎ ゆうざぶろう

公益財団法人 食品等流通合理化促進機構
会長

馬場 久萬男
ばば くまお

経済産業省
貿易経済協力局長

飯田 陽一
いいだ よういち

農林水産省
食料産業局長

太田 豊彦
おおた とよひこ

日本食海外
普及功労者

日本食レストラン「こてつ」経営
冨田 建生
とみた けんせい

選考委員

日本大学 名誉教授
下渡敏治
しもわたり としはる

学校法人 服部学園 服部栄養専門学校 理事長・校長
服部 幸應
はっとり ゆきお

5

関係者リスト
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名 顔写真

輸出に
取り組む
優良事業者

農林水産
大臣賞

株式会社柴沼醤油インターナショナル 代表取締役社長
柴沼 秀篤
しばぬま ひであつ

-

株式会社築地太田 代表取締役
太田 秀彦
おおた ひでひこ

-

株式会社ミトク 代表取締役
𠮷田 豊文
よしだ とよふみ

-

東亜食品工業株式会社 代表取締役
井上 位一郎
いのうえ いいちろう

-

輸出に
取り組む
優良事業者

食料
産業局長賞

出羽桜酒造株式会社 常務取締役
那須 克彦
なす かつひこ

-

株式会社ウオショク 代表取締役社長
宇尾野 隆
うおの たかし

-

井村屋グループ株式会社 執行役員 海外事業戦略部長
井村 慎
いむら しん

-

あづまフーズ株式会社 代表取締役社長
中島 隆
なかじま たかし

-

株式会社和田萬 代表取締役
和田 武大
わだ たけひろ

-

選賞審査
委員

日本大学 名誉教授
下渡 敏治
しもわたり としはる

カテナ株式会社代表取締役社長
宮田 理恵
みやた りえ

6

関係者リスト
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日本食海外普及功労者情報

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

岸本秀樹
きしもとひでき

54 ロシア
・いちばんぼし
ブランドシェフ

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○ロシアにおける日本食の普及

・16年にわたり、ロシア・モスクワの日本食料理店に勤務し、現地における代表的な日本人シェフ

として活躍。

・在ロシア日本国大使館や地方都市のイベントでは、寿司を中心に日本食のデモンストレーションや

試食会などを実施。メディアの取材や料理教室、店頭販売を通して日本食・日本食文化と触れ合う

機会を積極的に創出。

・2019年には「日本食普及の親善大使」に任命され、モスクワにおける日本食の普及及び発展に貢献。

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

冨田建生
とみたけんせい

75 ネパール
・日本食レストラン
「こてつ」経営

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○ネパールにおける日本食レストラン「こてつ」の経営を通じた日本食の振興

・長年、繊維製品の対日貿易に従事。ネパール移住後、カトマンズにおける日本料理の潜在需要を

見出し、2006年に日本食レストラン「こてつ」を開店。

・ネパールにおいて、他店では見られない高品質で高水準の日本料理を提供することに成功。

・ネパール人従業員に対して、調理技術や接客手法を指導し、日本での修行機会を創出するなど、

ネパールにおける日本食・食文化普及の第一人者。

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き

和久田哲也
わくだてつや

61 オーストラリア

・「Tetsuya‘s（オーストラリア）」
「Waku Ghin（シンガポール）」
総料理長

・日本食普及の親善大使

業績の内容

○オーストラリア及びシンガポールにおける日本料理・日本産食材の普及を先導

・自身がオーナーシェフを勤める「Tetsuya‘s（オーストラリア）」「Waku Ghin（シンガポール）」

は、ミシュランの2つ星の獲得や世界のベストレストランに何度も選ばれる名店であり、現地に

おける日本料理の地位向上に大きく貢献。

・フランスの情報誌『クーリエ・アンテルナショナル』の「世界の三大シェフ」に、アメリカ

『タイム』誌の「世界に最も影響のある100人」にも選ばれるなど日本人シェフとして世界の

料理界を牽引する存在として活躍。
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（日本語）
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日本食海外普及功労者プロフィール（英語）
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日本食海外普及功労者スピーチ動画の制作

■受賞スピーチ動画

【岸本秀樹様】

【冨田建生様】

【和久田哲也様】

新型コロナウイルス感染症拡大による渡航制限により、来場ができなかった岸本様、和久田様に
はビデオメッセージを作成頂き、総会会場で上映した。
冨田様は、当日、総会開催前に収録を行った。
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輸出に取り組む優良事業者 情報

■農林水産大臣賞
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輸出に取り組む優良事業者 情報

■食料産業局長賞
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準備業務体制

食料産業局
海外市場開拓・食文化課

ご担当者様

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

選考委員

受賞者

事業責任者：笹川浩志
統括責任者：長尾咲世
統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：角田真帆・髙橋由理恵

○担当窓口
○全体制作推進管理
○基本計画策定監修
○実施計画策定監修

事務局責任者：長尾咲世・髙橋由理恵
事務局担当者：谷本純子

○全体連絡調整
○専門委託業者との調整
○プレスリリースの作成・配信
○取材規約策定
○当日配布用被表彰者紹介
パンフレットの作成

○被表彰者講演用配布資料の
準備等

○スタッフ食事、宿泊等の手配
○各種車両証などの発行管理
○会議の際の議事録作成 など

被表彰者対応：木村理紗子

○プロフィール、その他基本情報入手
○講演使用データ入手
○当日の対応計画 など

会場：篠崎隆太
（ザ・キャピトルホテル東急）

会場設営計画
サイン設置計画

○会場装飾計画
○会場レイアウト図面の作成
○各種サイン配置計画
○搬入・設営・撤収計画
〇新型コロナウイルス感染症
対策

管理責任者：高畑和久
運営責任者：小林大輔

（再委託先㈱エクシード）

会場運営計画
○会場使用計画・備品準備計画
○要員配置計画
○飲料・ケータリング計画
○緊急時対応計画
○受付対応計画
○当日のプレス対応計画
○運営マニュアル作成

管理責任者：小林大輔
（再委託先㈱エクシード）

総会・表彰式
演出進行計画 ○使用ハード計画

○選考委員会・表彰者対応計画
○使用音源編集
○進行台本作成
○映像計画
（ｽｲｯﾁﾝｸﾞ計画・ｽﾗｲﾄﾞ制作等）

管理責任者：桑原武男
（株式会社ブレイア）

映像機材・動画

○機材手配計画
○機材準備
〇各種動画撮影・編集

会場
（ザ・キャピトル東急）

音響・照明

株式会社サイマル・
インターナショナル

翻訳・記録計画
○受賞者への案内資料や配布資
料等の翻訳

平本泰淳

カメラマン

優良事業者表彰関係管理

公益財団法人 食品等流通合理化促進機構
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運営組織図

※敬称略

現場統括管理者

JTBコミュニケーションデザイン
事業責任者：笹川浩志
統括責任者：長尾咲世

統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：角田真帆・髙橋由理恵

ザ・キャピトルホテル
東急

篠崎・金田

会場

エクシード
運営管理：高畑

（制作管理：小林）

会場運営管理

管理ディレクター
岡田

受付窓口対応
(一般/プレス)

ブレイア
桑原

映像・機材
(収録含む)

ザ・キャピト
ルホテル東急

音響・照明

事務局

JTBコミュニケーションデザイン
事務局責任者：長尾咲世・髙橋由理恵

事務局担当者：谷本純子

エクシード
高畑

プレス対応

エクシード
南

総会・表彰式進行

ケータリング

会場管理

誘導：会場内／VIP

会場設営・サイン準備

舞台設営・施工

各備品準備確認・管理

諸室管理

受付対応×6名

舞台美術設営管理

進行×6名

表彰アテンド×2名

農林水産省
食料産業局

海外市場開拓・食文化課

全体管理

受賞者アテンド対応

担当者：木村理紗子

司会者：小西裕美子

記録撮影／記録写真

誘導：会場外×3名
桐(東)ドアマン×1名

受付対応×1名

優良事業者表彰関係管理

公益財団法人
食品等流通合理化促進機構

功労者宿泊

検温対応 受付前：ホテルスタッフ

桐：１名
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会場アクセス

19

ザ・キャピトルホテル東急
住所：〒100-0014 東京都千代田区永田町2-10-3 ／ TEL.03-3503-0109（代表）
URL：https://www.tokyuhotels.co.jp/capitol-h/

【電車でお越しの場合】
〇地下鉄千代田線（C07）国会議事堂前駅 6番出口地下直結
〇地下鉄丸ノ内線（M14）国会議事堂前駅千代田線ホーム経由（435m）6番出口地下直結
〇地下鉄南北線（N06）溜池山王駅 6番出口地下直結
〇地下鉄銀座線（G06）溜池山王駅南北線ホーム経由（220m）6番出口地下直結

【お車でお越しの場合】
〇東京駅から車で約10分
〇T-CATから車で約20分
〇最寄りのインターチェンジ：首都高速＜霞ヶ関ランプ＞から約3分
〇成田空港からリムジンバスで約80～120分（標準所要時間）
〇羽田空港からリムジンバスで約45～60分
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会場全体図

千代田線／丸ノ内線
国会議事堂前駅

徒歩（1F）
車両入口

徒歩（3F）
車両入口

搬入口

6番出口(地下直結：B2F)

■来場入口／駐車場情報

〇地下駐車場（B2F/B3F）
※左図、車両入口より利用可

台数 150台
車種 普通車
高さ制限 2.1m

※搬入口：3.0m
営業時間 24時間（入出庫可）
駐車料金 [8:00～24:00]

30分毎に400円

[00:00～8:00]
30分毎に200円

■フロアマップ

※来場入口(徒歩／電車直結)は、
“3F、1F、B2F ”の3か所

※車寄せは“3F、1F”の2か所

銀座線／南北線
溜池山王駅

フロア 施設案内 備考

客室

・ザ・キャピトルスイート

・エグゼクティブスイート

・クラブフロア

ライブラリーラウンジ

客室

・デラックス

・プレミア

・フィットネスクラブ

・スパ&バーバー（Carju Rajah TIADO）

客室

・ガーデンスイート

・山王スイート

4F ・ザ・キャピトルバー

エントランス、ロビー ※来場者入口（車両／徒歩）

・フロントレセプション

・日本料理「水簾」

・オールデイダイニング「ORIGAMI」

・ラウンジ「ORIGAMI」

・ビジネスセンター

・中国料理「星ヶ岡」

・小宴会場「藤・桜・橘」 ※控室利用

・写真室

・美容着付室

宴会サロン

エントランス（宴会） ※来場者入口（車両／徒歩）／VIP車両留置き

・大宴会場「鳳凰」 ※総会・表彰式利用

・中宴会場「桐」 ※控室利用

エントランス ※来場者入口（電車から地下直結）

・地下鉄駅連絡口（溜池山王駅・国会議事堂前駅）

・ペストリーブティック「ORIGAMI」

・ゴトウフローリスト ザ・キャピトル東急店

駐車場

B3F 駐車場

2F

1F

B2F

27～29F

　　　※【功労者】宿泊施設

　　　　（喫煙は18Fのみ）

18～26F

14～15F

5F

3F
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会場全体図

21

■B2F

■3F

メインエントランス
車寄せ

各階へのEV

溜池山王駅
国会議事堂前駅

各階へのEV

2Fへの階段

宿泊フロア用EV

一般駐車場
（有料）

INOUT

１Fへ

１F
から

：車両導線

：徒歩導線

：車両導線

：徒歩導線

ベルデスク

※キー
ロック有

※4FへのEV

※4Fへ
の階段

１Fへ

B3F(駐車場)へ

１F
から

B3F
(駐車場)
から

※ホテル入口

改札口
（6番出口）
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会場全体図

2222

■1F

総会・表彰式 会場

鳳凰

クローク

喫煙所

菅総理・茂木会長
前室

応接室

総合受付

■2F

3Fからの階段

1FへのES/階段

各階へのEV

各階へのEV

エントランス
車寄せ

2FからのES/階段

IN

OUT

OUT

VIP駐車場

(7台分)
B2F
へ

3F
へ

3Fから

B2Fから

：車両導線

：徒歩導線

ドアマンデスク

３Fへ

1Fへ

B1Fからの階段

：徒歩導線

お手洗い

※詳細控室頁参照

運営事務局

橘

農林水産省控室

選考委員／受賞者控室
(功労者/優良事業者)

※本番時、
随行者サテライト会場

桐

：車両導線
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会場レイアウト

■1F 大宴会場 「鳳凰」

※103席
※全席指定席
（予備席除く）

：功労者表彰関係者

：優良事業者表彰関係者

※一部、重複関係者有

・功労者席
・随行者席
・選考委員席

▽日本食海外普及功労者 関係者

：1席
：1席
：2席

・農林水産大臣賞席
・食料産業局長賞席
・選賞審査委員席
・調査員席

▽優良事業者表彰 関係者

：4席
：5席
：1席
：2席

・登壇者席（VIP）
・登壇関係者席

▽登壇関係者【VIP関係】

：6席
：9席

： 49席
： 23席
： 08席
： 00席

・参加者席
・報道関係者席
・予備席
・空き席

▽来場者／その他

面積 ：540㎡
天井高：5.5m

応接室

展示スペース
（詳細頁参照）

運営事務局

× × × ××

報道関係者用
カメラ台

OFFICIAL
カメラ台

※場内確認用含む

功労者席
（1席）

随行者席
（1席）

登壇者席
【VIP席】
（5席）登壇者

関係者席
（4席）

【優良事業者】

選賞審査委員
調査員

（3席）

【功労者】

選考委員席
（2席）

プレスエリア
(記念撮影時)

局長賞席
（5席）

登壇者
関係者席
（1席）

大臣賞席
（4席）

登壇者
関係者席
（4席）

登壇者席
【VIP席】
（1席）
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座席図 <総会・表彰式>

■1F 大宴会場「鳳凰」（総席数103席）

　1列目

冨

田

　

建

生

様

冨

田

様

随

行

者

総

理

S

P

菅

内

閣

総

理

大

臣

茂

木

全

国

協

議

会

会

長

野

上

農

林

水

産

大

臣

葉

梨

農

林

水

産

副

大

臣

馬

場

食

流

機

構

会

長

2列目

株

式

会

社

柴

沼

醤

油

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

様

株

式

会

社

築

地

太

田

様

株

式

会

社

ミ

ト

ク

様

東

亜

食

品

工

業

株

式

会

社

様

下

渡

委

員

服

部

委

員

総

理

随

行

席

大

臣

秘

書

官

席

副

大

臣

秘

書

官

席

食

流

機

構

専

務

理

事

太

田

食

料

産

業

局

長

　3列目

出

羽

桜

酒

造

株

式

会

社

様

株

式

会

社

ウ

オ

シ

ョ

ク

様

井

村

屋

グ

ル

ー

プ

株

式

会

社

様

あ

づ

ま

フ

ー

ズ

株

式

会

社

様

株

式

会

社

和

田

萬

様

宮

田

委

員

佐

藤

調

査

員

諸

調

査

員

新

井

消

費

・

安

全

局

長

天

羽

政

策

統

括

官

池

山

輸

出

促

進

審

議

官

飯

田

貿

易

経

済

協

力

局

長

4列目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

5列目 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

6列目 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

7列目 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

8列目 47 48 49

9列目 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

10列目 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72

ステージ 上手下手



項目 人数

出席者数 82名

プレス数 31社49名

令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

協議会総会出席者リスト
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出席者リスト1

■日本食・食文化の功労者関係者

所属・役職 氏名

登壇関係者

内閣総理大臣 菅 義偉

農林水産大臣 野上 浩太郎

農林水産副大臣 葉梨 康弘

農林水産物等輸出促進全国協議会会長 茂木 友三郎

公益財団法人食品等流通合理化促進機構 会長 馬場 久萬男

経済産業省 貿易経済協力局長 飯田 陽一 ＊

農林水産省 食料産業局長 太田 豊彦

所属/部署名 役職 氏名

受賞者 日本食レストラン「こてつ」 経営 冨田 建生

受賞関係者 冨田様関係者 1名

■選考委員

■農林水産省内関係者

所属・役職 氏名

農林水産省

消費・安全局長 新井 ゆたか

国際部長 水野 政義

輸出促進審議官 池山 成俊

政策統括官 天羽 隆

所属/部署名 役職 氏名

選考委員

日本大学 名誉教授 下渡 敏治

学校法人服部学園服部栄養専門学校 理事長・校長 服部 幸應

《6名》*協議会と兼務

《2名》

《2名》

■登壇関係者

《4名》
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出席者リスト2

■輸出に取り組む優良事業者

団体名 人数

農林水産
大臣賞

株式会社柴沼醤油インターナショナル 2

株式会社築地太田 2

株式会社ミトク 1

東亜食品工業株式会社 1

食料産業局長賞

出羽桜酒造株式会社 1

株式会社ウオショク 2

井村屋グループ株式会社 2

あづまフーズ株式会社 2

株式会社和田萬 1

■選賞審査委員

人数

選賞審査委員 2（1+1*）

■調査員

人数

調査員 ２

《14名》

《1名》*選考委員会と兼務1名

■公益財団法人食品等流通合理化促進機構

人数

事務局（スタッフ） 4

《2名》

《4名》
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出席者リスト3

■協議会出席者

分野 団体名等 人数

品目別輸出団体

一般社団法人全日本コメ･コメ関連食品輸出促進協議会 1

水産物･水産加工品輸出拡大協議会 1

一般社団法人日本木材輸出振興協会 1

全国花き輸出拡大協議会 1

日本畜産物輸出促進協議会 1

日本茶輸出促進協議会 1

日本青果物輸出促進協議会 1

農業関係

全国農業協同組合中央会 1

全国農業協同組合連合会 1

公益財団法人中央果実協会 1

特定非営利活動法人日本プロ農業総合支援機構 1

林業関係 一般社団法人日本林業協会 1

水産業関係

一般社団法人大日本水産会 1

全国漁業協同組合連合会 1

日本水産缶詰輸出水産業組合 1

一般社団法人日本真珠振興会 1

食品産業関係

一般財団法人食品産業センター 1

日本醬油協会 1

酒類業関係

酒類業中央団体連絡協議会 1

一般社団法人日本物流団体連合会 1

一般社団法人国際フレイトフォワーダーズ協会 1

一般社団法人日本百貨店協会 1

公益社団法人日本観光振興協会 1

知的財産権関係
日本弁理士会 1

一般社団法人日本食品･バイオ知的財産権センター 1

経済界

一般社団法人日本経済団体連合会 1

日本商工会議所 1

一般社団法人日本電機工業会 1
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出席者リスト4

■協議会出席者

分野 団体名等 人数

その他

独立行政法人日本貿易振興機構 1

独立行政法人農畜産業振興機構 1

株式会社日本貿易保険 1

株式会社日本政策金融公庫 1

一般社団法人日本能率協会 1

農林中央金庫 1

一般社団法人日本食農連携機構 1

GLOBALＧ.Ａ.Ｐ.協議会 1

株式会社農林漁業成長産業化支援機構 1

日本食品海外プロモーションセンター 1

省庁

内閣府 2

外務省 1

国税庁 1

厚生労働省 1

経済産業省 2

国土交通省 1

功労者関係者
外務省 1

環境省 1

《48名》
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プレスリスト

■プレス

No. 社名 人数

1 NHK 1

2 朝日新聞社 1

3 一般社団法人共同通信社 4

4 株式会社NHKグローバルメディアサービス 2

5 株式会社TBSテレビ 3

6 株式会社木香書房 1

7 株式会社国際農業社 1

8 株式会社食肉通信社 1

9 株式会社テレビ朝日 2

10 株式会社テレビ東京 3

11 株式会社フジテレビジョン 1

12 株式会社水産経済新聞社 2

13 産経新聞社 2

14 時事通信社 2

15 全酪新報 1

16 内閣広報室 2

17 日本経済新聞社 1

18 日本テレビ放送網株式会社 3

19 農業共済新聞 2

20 毎日新聞社 1

21 読売新聞東京本社 1

22 株式会社 酪農乳業速報 1

23 株式会社共同テレビジョン 2

24 株式会社鶏卵肉情報センター 東京支社 1

25 株式会社商経アドバイス 1

26 株式会社水産タイムズ社 1

27 株式会社農経新報社 1

28 株式会社みなと山口合同新聞社 2

29 株式会社酪農経済通信社 1

30 株式会社海事プレス社 1

31 株式会社日本農業新聞 1



令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

協議会総会記録写真
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【受賞風景・冨田建生氏】 【受賞者スピーチ・冨田建生氏】

32

記録写真1

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長】

【野上浩太郎農林水産大臣】
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【輸出に取り組む優良事業者農林水産大臣賞登壇風景】 【受賞風景・株式会社柴沼醤油インターナショナル】

【動画でのスピーチ・岸本秀樹氏】 【動画でのスピーチ・和久田哲也氏】

33

記録写真2

【受賞風景・株式会社築地太田】 【受賞風景・株式会社ミトク】
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【受賞者スピーチ・株式会社柴沼醤油インターナショナル】 【受賞者スピーチ・株式会社築地太田】

【受賞風景・東亜食品工業株式会社】

34

記録写真3

【受賞者スピーチ・株式会社ミトク】 【受賞者スピーチ・東亜食品工業株式会社】
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記録写真4

【菅義偉内閣総理大臣挨拶】

【記念撮影】

飯田局長 服部委員 下渡委員 宮田委員 太田局長

あづま
フーズ様

ウオ
ショク様

東亜食品
工業様

ミトク様
出羽桜酒
造様

井村屋
グループ

様
和田萬様

冨田建生
様

葉梨
農林水産
副大臣

野上
農林水産
大臣

菅
内閣総理
大臣

茂木会長 馬場会長

柴沼醤油
インター
ナショナル

様

築地太田
様
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【受賞風景・株式会社ウオショク】 【受賞風景・井村屋グループ株式会社】

【輸出に取り組む優良事業者食料産業局長賞登壇風景】 【受賞風景・出羽桜酒造株式会社】

36

記録写真5

【受賞風景・あづまフーズ株式会社】 【受賞風景・株式会社和田萬】
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【受賞者スピーチ・出羽桜酒造株式会社】 【受賞者スピーチ・株式会社ウオショク】

37

記録写真6

【受賞者スピーチ・株式会社和田萬】

【受賞者スピーチ・井村屋グループ株式会社】 【受賞者スピーチ・あづまフーズ株式会社】

【輸出促進政策の現状と課題の報告：太田食料産業局長】
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記録写真7

【報道スペース】

【総会会場 場内風景】

【総会会場 場内風景】

【総会会場 場内風景】

【総会会場】
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記録写真8
【受付】 【受付】

【総会会場 展示】 【総会会場 展示】



令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

協議会総会議事録
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協議会総会議事録1

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長のご挨拶】

ただいまご紹介をいただきました、農林水産物等輸出促進全国協議会会長を仰せつかっております、キッ

コーマン株式会社取締役名誉会長の茂木友三郎でございます。皆さま、本日は大変お忙しい中ご出席をいた

だきまして、誠にありがとうございます。本日は野上農林水産大臣にご臨席をいただいておりまして、また、

菅内閣総理大臣も後ほどお越しいただけるということであり、菅総理、野上大臣に御礼を申し上げます。ま

ずは日本食海外普及功労者として表彰をお受けになります３人の皆さま方、おめでとうございます。現在、

海外では日本食への関心が高まっておりますが、これも皆さまのような方々が、長年にわたって食習慣の異

なる海外でご努力をされたことによるものであるというふうに考えております。また、輸出に取り組む優良

事業者として表彰をお受けになります10事業者の皆さま、おめでとうございます。農林水産物、食品の輸出

額は、この８年間で着実に増加いたしており、これも皆さまのような方々がマーケットインの発想で輸出に

チャレンジしてきた結果であるというふうに考えております。

さて、本年の農林水産物、食品の輸出額でございますが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、本年１、

１０月の累計の実績は7325億円でありまして、前年比マイナス１％となっておりますが、７月から４カ月連

続で前年同月を上回るなど、明るい兆しも見え始めております。このような中、先日の閣僚会議において、

農林水産物、食品の輸出拡大実行戦略が取りまとめられました。この戦略の実行は、輸出にチャレンジする

事業者の後押しになると心強く感じております。今後はマーケットインの発想で海外市場で求められる需要

に対し、民間がしっかりと対応していくことが不可欠であるというふうに考えております。われわれといた

しましても、官民を挙げたオールジャパンの取り組みにより、世界に向けて安全で高品質な農林水産物、食

品の輸出を拡大するため、さらに努力いたしたいというふうに思っております。結びに、協議会、会員各位

のますますのご活躍を期待申し上げまして、私のあいさつとさせていただきます。ご清聴ありがとうござい

ました。
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協議会総会議事録2

【野上浩太郎農林水産大臣のご挨拶】

どうも皆さま、こんにちは。ご紹介いただきました、野上でございます。本日は大変お忙しい中、お集まり

いただきまして誠にありがとうございます。農林水産物等輸出促進全国協議会総会の開催に当たりまして、

一言ごあいさつを申し上げたいと思います。まず、協議会の会員の皆さまにおかれましては、農林水産物等

の輸出にご尽力をたまわっておりますことに、厚く御礼を申し上げたいというふうに思います。初めに、本

日、日本食海外普及功労者として表彰される皆さま、輸出に取り組む優良事業者として表彰される皆さま、

誠におめでとうございます。長年にわたる日本食普及への情熱や輸出拡大への取り組みに本当に熱意を持っ

て取り組まれてきたことに対しまして、心から敬意を表したいというふうに思います。今後、人口減少によ

りまして、国内の食市場の規模が縮小すると見込まれます中、アジアを中心に世界の食市場の規模は拡大す

ると見込まれております。国内生産を維持、拡大するためにも、高品質といった日本の強みを生かした輸出

拡大が重要となってまいります。このため、本年４月に農林水産大臣を本部長とします、農林水産物食品輸

出本部を設置いたしまして、複数の省庁に分かれた手続き等を一元化することによりまして、施設認定の迅

速化や輸出証明書の発給の利便性の向上等を実現してまいりました。また、先日の閣僚会議におきまして、

農林水産物、食品の輸出拡大実行戦略が取りまとめられたところであります。戦略におきましては、牛肉や

リンゴをはじめとする日本の強みを最大限生かす27の重点品目を設定しました。品目別に輸出目標を設定す

るとともに、マーケットインの発想に立って輸出に取り組む農林水産事業者を後押しするための施策を盛り

込んだところであります。農林水産省としましては、この新たな輸出目標を達成して、農林水産物、食品の

輸出立国を実現するためにも、この戦略に基づき、農林水産物、食品の輸出促進を図ってまいりたいという

ふうに思います。結びに、本日ご臨席の皆さまのご健勝と、さらなるご活躍を心から祈念いたしまして、私

のあいさつといたします。誠にありがとうございます。
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【菅義偉内閣総理大臣のご挨拶】

ご紹介にあずかりました、内閣総理大臣の菅義偉であります。

農林水産物等輸出促進全国協議会の総会の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

始めに、日本食海外普及功労者、輸出に取り組む優良事業者として表彰されました皆様方に、心からお祝い

を申し上げる次第でございます。食習慣が異なる海外における、我が国の食文化の普及や輸出の拡大に大き

な貢献をされましたことに、深く敬意を表する次第でございます。

農産品の輸出拡大によって地方の所得を引き上げることは、成長戦略、地方創生の重点課題として、これま

で積極的に取り組んでまいりました。実は私、秋田の農家の長男坊でありまして、地方の所得を引き上げる

こと、引き上げれば多くの人が地方に帰って、農業を、後継者としてしっかり育ててくれる、その思いで官

房長官としても農業改革、林業改革、漁業改革、そうしたものを全面的に、農水省を支援してきたものであ

ります。

これまで、積極的に取り組んできたその結果として、政権交代時と比較して昨年の輸出額は、９，０００億

円と倍増いたしました。今年は年初来、新型コロナウイルスの影響で厳しい状況でありましたけれども、直

近の１０月は輸出額は対前年比２１．７パーセント増と大きく回復しております。さらに、輸出額を向上さ

せるために、２０２５年に２兆円、２０３０年５兆円という大きな目標を設定いたしました。先週、その達

成に向けて、輸出拡大実行戦略を取りまとめました。牛肉やイチゴを始めとする２７の重点品目を選定し、

品目別・国別に目標を設定したところであります。輸出先国のニーズに特化した産地の育成などを支援する

とともに、輸出先国の規制に対応した加工施設の整備というものをしっかりと進めてまいります。

今後とも、野上大臣、そして、この場にいらっしゃる皆様と力を合わせて、輸出の拡大に向け、全力で取り

組んでまいりたいと思います。格段の御協力を心からお願い申し上げます。

結びに、茂木会長を始め、御臨席の皆様方のますますの御活躍をお祈りいたしまして、私の挨拶とさせてい

ただきます。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：冨田建生氏】

海のない国、世界一高い山があるエベレストの国、ネパールから参りました、冨田です。元々、私は東レ株

式会社の傘下のもと、インドの民族衣装であるサリーの企画、生産、販売に 40 年間従事してまいりました。

しかし、昨今における繊維産業の衰退、円高の波に乗りきれず、事業の撤退、断念ということになりました。

そのとき私は 60歳前でありました。さて、これからどうするかと考えた時に、私がすぐに思い立ったの

が、海のない国ネパールで、寿司、刺し身を提供する日本食レストランを開設したいというのが最初の考

え方でした。

このような考え方がスタートですから、私自身は包丁も握れませんし、もちろんキッチンに立つこともあ

りません。しかしながら、日本のレストラン、日本料理が持っている昔からのおもてなしの心、思いやりや

気配りの心があれば、まさに料理の技術がなくても何とかやっていけるのではないかというのが発想で

した。このようにおもてなしを第一に考えて、まず、日本からベテランの料理人にカトマンズに来てもら

い、スタッフへの指導、料理の指導、それから育成をやってまいりました。そして、ネパール人スタッフ

も日本にどんどん派遣し、勉強をさせて、現在に至っております。

現在、新型コロナウイルスが蔓延しており、ネパールも日本と同じようにすごく感染が広まっております。

もちろん、ご多分に洩れず、われわれの営業も昨年の約 70 ％減です。しかし、私はこのコロナウイルス

感染症による悪影響はネパールだけに関わってくるのではなく、世界中の食品、レストランを持っている

人、みんな大きなダメージを受けていますが、みんな同じ条件だから、逆にチャンスと捉えて前向きに

やっていくということでずっと進んでおります。そして、今回頂きました賞が、私にとってはもっとも

っと頑張れという大きな励ましの、栄誉ある賞と考えております。

最後になりましたが、今回の栄誉ある賞を頂いたことは、ひとえに私どものネパールのお客さま、常連客の

おかげであり、今までたくさんの日本食材を提供してくれたサプライヤーのおかげであり、そして、何にも

増して、開店以来続けて働いてくれているスタッフのおかげだと感謝しております。今日は本当に栄誉ある

良い日でありました。

ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ（ビデオレター）：岸本秀樹氏】

ロシア、モスクワ在住、岸本秀樹です。この度は、このような栄誉ある賞を頂き、大変光栄に思ってお

ります。ひとえに在ロシア日本国大使館様からの推薦によるものと、大変感謝しております。

さて、私はモスクワに来て16 年。当時は、日本食は高級というイメージから、低価格層の日本食レストラ

ンチェーンが増えてきた時代でした。当店も一般の方々に本当の日本食を食べていただきたいというコンセ

プトから 2004 年にオープンしました。現在は３店舗を展開しております。そのころ、日本食はヘルシーで

人気になっていきましたが、まだまだ生の魚には抵抗があり、お客さまも若い人が多く、家族連れや年配の

方は少なかったです。日本食といってもロール（寿司は特に人気で、モスクワでは2005 年ごろよりブーム

が始まり、日本食レストラン以外でもカフェやそのほかの国の料理のレストランでも、お寿司をメニュー

に出す所が増えてきました。しかし、当時、ロシア人のお客さまはお寿司などを醤油にどっぶり付けて食

べる食べ方をされていたので、握りご飯を軟らかくして出すとご飯が崩れ、苦情が来るということもありま

した。ですので、まずお客さまに食べ方、お箸の持ち方を覚えていただくようにもしました。また、お寿司

以外のメニューも知っていただこうと、新しいメニューを提供していきましたが、当初はなかなか注文し

ていただけませんでした。

16年が経ち、日本食も定着し、いろんなメニューを注文していただくようにもなりました。当時の若い人

たちが子どもさんを連れて、家族連れで来るようにもなりました。日本の食材はモスクワではまだまだ手に

入れにくいのが現状です。少しでも日本の食材や日本酒などを知っていただこうとメニューにし、提供して

おります。

日本の食材が手に入らなくなった際には、中国産が普及していきました。また、2014 年のクリミア半島に

よる不景気、ルーブル安の為替の問題もあり、日本の食材が高くなり、中国産の安い価格との競争に大変苦

労しているのが現状です。

お店以外でも日本食、日本食材を知っていただこうと、メディアの取材を通じて情報発信をしたり、日本大

使館でのイベント、フードエキスポ、地方都市での日本文化イベントにも参加し、すしの実演、料理教室、

その場での試食、家庭でもできる料理を紹介したりし、少しでもロシア人の方に日本食を知っていただこう

と情報発信しております。また、カザフスタンで行われたアスタナ博覧会ジャパンで、大阪万博への誘致

のためのイベントにも参加させていただき、日本食の良さを紹介させていただきました。毎年、日本国大

使館主催の日本フェスティバル、 J FEST が行われるのですが、私が関西人ということもあり、モスクワで

初めてたこ焼き、お好み焼き、たい焼きなど、屋台風メニューをロシア人に紹介、販売しました。現在、日

本のテレビにも出たことがあるロシア人の方が、たい焼きのお店をオープンしたり、たこ焼き、ラーメンな

ど、お寿司以外のメニューでお店をオープンする人も増えてきています。

あと、モスクワで苦労したのが、スタッフが勝手にレシピを変えるということでした。料理の知識のないス

タッフになぜ駄目なのかを、作る側のスタッフに教えるのも大変苦労いたしました。

これからもロシア人の人々に、日本食の良さ、日本食材を知っていただくために頑張って情報発信していき

たいと思います。この度は賞を頂き、ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ（ビデオレター）：和久田哲也氏】

和久田哲也でございます。この度はこのような名誉な賞を頂き、本当に光栄に思っております。

私は、長年シドニーで「 Tetsuya's 」、そしてシンガポールで「 Waku Ghin 」という店を経営しており

ます。そして、私がこうして海外で生きてこれたのは、やはり、まず私が日本人であり、日本のものが好

き、愛してやまないということによると思います。そして、自分が知っている和食と現地の食を

融合させたものをシドニーで始め、シンガポールでも同じような、と言いながら、シンガポールの場合は、

ほとんど９割和食でございます。和の色のある食事をお客さまにお作りしております。

特にこの10 年間、よく日本にも訪問し、いろんな生産者の皆さんとつながることができ、それをシンガ

ポールの方々に召し上がっていたいております。今後、今まで以上に、日本そして日本の食の素晴らしさ

というものを世界に発信していけたらと思います。本日は本当にありがとうございます。
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【受賞者スピーチ：株式会社柴沼醤油インターナショナル】

ただいまご紹介いただきました、柴沼醤油インターナショナルの柴沼と申します。本日はこのようなコロナ

禍の難しい状況の中で、このような素晴らしい会を開いていただきまして、誠にありがとうございます。弊

社の本体の柴沼醤油醸造というしょうゆの蔵元は、茨城県の土浦市で創業が今年で333周年になります。江

戸の元禄元年より創業しております。そこで私がちょうど18代目になります。江戸時代、初代頭首が筑波山

麓の雄大な土地から大豆と小麦を採り、そして、そこでしょうゆを醸造し、そして地元であり、あとは桜川

と通して利根川を通り江戸に運び、そして江戸の食の台所を本当にしょうゆという基礎調味料で下地を支え

てきたというのが、弊社の創業の始まりになっております。そこから時代が変わり、平成、そして令和とな

り、私たちの時代になり、今は世界に向けて、現在、弊社では62カ国にしょうゆを中心に輸出をしておりま

す。私たちはもちろんしょうゆというのもベースにありますけれども、各地、全世界を回りながら日本食と

いう文化を広めていくということをみんなの合言葉にしながら、本当に日本食の素晴らしさとか日本食の調

味料であったり、日本食の作り方であったり、そういったもの、今、本当に世界中でブームになっている日

本食を、ブームではなく文化として広めたいという思いの中で活動をしてまいりました。そして、このたび、

このような本当に素晴らしい賞を頂けたことで、われわれも励みになり、また、これからも日本食を世界中

に普及していきたいというふうに思っております。本日は誠にありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：株式会社築地太田】

ただいまご紹介いただきました、築地太田の太田でございます。本日は輸出に取り組む優良事業者表彰にお

いて、農林水産大臣賞という大変栄誉ある賞を頂きまして、誠にありがとうございます。弊社は築地市場よ

り長年国内における鮮魚流通に携わってまいりましたが、６年ほど前より本格的輸出に取り組み、現在では

北米を中心にミシュランを獲得していらっしゃるレストランの方をはじめとして、地元の方が気軽にいらっ

しゃる飲食店の方も含め、いろいろなお客さまに日本の新鮮な鮮魚を日々お送りしております。輸出に取り

組みました当初は、全く何も分からず、まずは現地のお客さまからお話を伺おうというところからのスター

トでございました。その中でいろいろなお話を頂戴いたしました。ある所では、日本の魚に興味あるのだけ

れども、Instagramでもよく見ているのだけれども、一体どうやって注文すればいいのかというご注文。あ

るいは、日本の魚を現地の魚屋さんで注文するのだけれども、たまに腐ったような魚が届くのだけど、おた

くは大丈夫なのかというお話や、あるいは、日本の魚を注文したいのだけれども、ちょっと高くて手が出な

いというような、いろいろなお話を頂戴いたしました。その中で、ウェブサイトにログインすれば世界中ど

こからでもすぐにご注文いただけるという仕組みを作り、また、日本から現地までのコールドチェーン物流

を構築し、そして、デジタル化による省力化を図り、お客さまのニーズにお応えできるような価格設定をす

るというようなかたちでの努力をしてまいりました。私どもの鮮魚の輸出というのは、文字どおり、小ロッ

ト多品種ということで、大変手間の掛かる仕事なのですが、逆にここの分野は日本人が得意としているとこ

ろでもあり、今後はまさしくこここそが差別化のポイントだというふうに思っております。また一方で、海

外の皆さまはＳＮＳの発達もあり、日本の食文化に対する興味や知識を非常にお持ちの方が多くなってい

らっしゃいます。そういう中で、単一化した単品商品ではなく、バラエティーに富んだいろいろな商品を皆

さんは望んでいらっしゃると感じております。

まさしくここにマッチングするビジネスチャンスがあると確信しております。小ロットもまとまれば大ロッ

トになります。今後は産地の生産者の方はもちろんのこと、ほかの生産品を扱う事業所の方とも協力体制を

築き、オールジャパンでの生鮮品輸出に寄与できればというふうに考えております。その上で、日本の生鮮

品輸出の一助となるよう、今後とも精進してまいる所存でございます。どうぞ今後ともご指導、ご支援のほ

どお願い申し上げまして、私のごあいさつとさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：株式会社ミトク】

このたびは身に余る、栄誉ある賞を頂きまして誠にありがとうございます。株式会社ミトクの社長を務めて

おります、吉田と申します。弊社は世界40国余りに、みそ、しょうゆ、またり、みりん、米酢などの発酵食

品を中心に、お茶、ノリ、昆布、ワカメ、寒天、クズなどを輸出しております。このたび頂きました賞は、

弊社だけのものではなくて、素晴らしい伝統的な食品を作られる弊社の仕入れ先さま、皆さんで頂けた賞だ

と認識しております。現在、ＳＮＳの普及でいろいろな情報がオンタイムに、しかも手軽に世界を駆け回っ

ております。この情報が急速に共有される中で、伝統的な製法で作られた日本の食品の情報も、もちろん世

界に向けて大きく発信されております。しかしながら、物流は少し立ち遅れております。例えば、素晴らし

い伝統食を作られている地方のお父さん、お母さんが営まれる小さなメーカーさんは、やはり輸出障壁がご

ざいまして、なかなか自力で輸出することはできない状態でございます。弊社は世界基準の原料、世界基準

の包装材の手配、それに係る教育、そして物流、マーケティング、啓蒙活動もきめ細かく提供することによ

り、まさにメーカーさんと二人三脚で世界に日本の伝統食を広めてまいりました。結果的には、伝統的な日

本の食品産業を守って、次の世代の継承にも大きく寄与しております。オーガニック食品に特化することで、

われわれの提供する食品は常に食への関心の高い方々に注目していただいております。オーガニック認証の

基礎知識や運用により、今ではアレルゲンフリー、グルテンフリーの市場、ハラール、コーシャなど、多様

な宗教市場にも積極的に参入することができている状態でございます。コロナ禍中、世界の健康が早く戻る

よう、日本の素晴らしい伝統食品を海外に紹介して、これからも輸出拡大に頑張ってまいりたいと思います。

本日はどうもありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：東亜食品工業株式会社】

ただいま紹介いただきました、兵庫県姫路にございます、東亜食品の井上でございます。このたびは本当に

栄えある賞を頂戴しまして、私どもはまだまだ小さな会社なんですけれども、一生懸命世界中の人においし

い乾麺を食べていただこうと努力してきたことを、こうやって認めていただけるというのは、本当に全社員、

従業員の誇りになると思っております。私ども、乾麺というのはうどんとかおそばとかそうめんとかいろい

ろあるのですが、日本の食品としては非常に早い段階から海外に広がった食材だと思っています。

しかしながら、なかなかそこからもっと拡大することができずに、いろんな所で海外産の日本もどきの乾麺

にマーケットをどんどん食い荒らされていると、そんなこともありまして、本当にじれったい中でずっと輸

出をしてきたのですが、ちょうど２０００年を過ぎた辺りから、食品安全を徹底的に追求しまして、まず最

初にＨＡＣＣＰを取り、ISO22000、FSSC22000と、食品安全を追求することによって日本のおいしい、品

質の高い麺が、安全安心とともに世界の人に認められるようになってきたと、そういうことを始めて、非常

に海外のほうからいろんなニーズが入ってくるようになりました。その後に、実際、海外のマーケットを

ずっと回りますと、やはり世界にはいろんな法律であったり、いろんな宗教上の問題であったり、要するに

日本の麺が食べたいけれどもいろんな理由で食べられない、食べてみたいんだけれども食べられないという

方がたくさんいることに気が付きまして、今から６年前、日本の乾麺のメーカーとして初めてハラール認証

を頂戴しまして、世界のムスリムの方にも安心して食べていだけるようにしました。それから、ちょうど今

月ですけれども、アメリカのほうのコーシャ認証も頂きまして、そういった方々においしいものを食べてい

ただく、本物の日本の麵のおいしさ、日本のおいしい麺を世界の人にお届けする、そのためにいろんなハー

ドルというか、障壁はありますけれども、私たちがいろんなことをクリアしていくことによって、そのハー

ドルを乗り越えていきたいというふうに取り組んでおります。数年前にアメリカのマーケットに行った時に、

世界の食文化の中でグルテンフリーというのが非常に進んできていると。私ども、乾麺というのは本来は小

麦で作るのですが、グルテンフリーにするために小麦を使わずに、日本の国産のお米を使って麺を作ったり、

いろんな多様化をしてきました。これからももっと、世界のいろんなニーズに合わせた商品を作ってお届け

して、日本食のおいしさを世界中の人に認めていただきたいと思っております。これからも頑張って取り組

んでまいりますので、また引き続き、ご支援をいただきますように、よろしくお願いします。本日はどうも

ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：出羽桜酒造株式会社】

出羽桜酒造の那須と申します。弊社社長ですが、ちょうど酒造りの仕込みの期間中でございまして、本日は

出席できず、メッセージを預かってまいりましたので、代読させていただきます。このたびは農林水産省、

食料産業局長賞に弊社の輸出の取り組みをご選出いただき、誠にありがたく、大変光栄に思っております。

出羽桜酒造は１８９２年、山形県天童市で創業しました。天童市は将棋といで湯の里です。周囲を山々に囲

まれた盆地のため、夏は30度を超える暑い日が続き、冬は雪に覆われます。また、１年を通して朝晩の寒暖

差が大きく、米や果物などの一大産地になっております。輸出は地酒メーカーとしてはいち早く、１９９７

年より本格的に開始いたしました。欧州から始まり、アジア、米国へと広がり、現在、約50カ国に広がって

います。輸出を始めた当初は、海外では熱かんを扱う大手の日本酒などが知られているだけで、吟醸酒、純

米酒などの特定名称酒の輸出はごくわずかでした。そこで日本酒本来の良さを世界の人々に味わっていただ

くために、吟醸を世界の言葉に、をスローガンに掲げ、吟醸酒を中心とした高付加価値の日本酒の輸出に取

り組みました。弊社が輸出をする上で一番力を入れているのは、現地で販売を行うパートナーの教育と理解

です。日本酒には、美しい自然、おいしい水と米、優れた技術など、日本の素晴らしさがぎゅっと詰まって

います。その日本を象徴するような日本酒を海外に発信して、日本の文化を理解し、語ってもらいたい、そ

ういう思いで取り組んできました。ただ単に日本酒を売るのではなく、日本の良さ、日本酒の良さを伝える、

ワインのようにお酒のつくられた地域の風土や文化、蔵人の思いやこだわりも併せて楽しんでいただき、

パートナーの方々がワインのソムリエのように日本酒の代弁者になっていただけるよう、日々、お互いに研

さんし、情報交換しながら進めております。現在、コロナ禍で大変厳しい状況ではありますが、厚い雲の上

はいつも晴れという言葉を信じて、このたびの受賞を励みに、今後とも日本酒を通じて日本の素晴らしさを

世界に伝えるとともに、日本の優れた食品、農産物の輸出促進にも微力ながら貢献したいと考えております。

ということでございまして、本日は誠にありがとうございました。以上でございます。

【受賞者スピーチ：株式会社ウオショク】

ただいまご紹介いただきました、ウオショクの宇尾野でございます。このたびは本当に栄誉ある賞を頂きま

して、誠にありがとうございます。賞を頂きました雪室熟成和牛は、新潟の地域資源ともいえる雪を利用し

た雪室で熟成した和牛でございます。地域資源を利用して、そして日本固有の和牛に地方の付加価値を付け

て海外へ販売しようという取り組みでございます。３年ほど前から取り組みを始めまして、現在ではシンガ

ポール、ベトナム、アメリカ、カナダに輸出をしております。海外ではスローエイジング和牛という商標で

販売をさせていただいているところであります。海外のお客さまであります、ホテル、レストランのシェフ

の皆さまからは、品質はもちろんでありますけれども、新潟特有の雪室を使った熟成という、ほかにはない

独自の方法と、それから電気を使わない、雪のエネルギーで熟成をしているというエコな製造方法というと

ころが、ご支持をいただいているところかなと思っているところであります。現在、４カ国の輸出でござい

ますけれども、これからももっとたくさんの国に日本の和牛の魅力、そして、新潟の雪室の魅力を広げてい

きたいというふうに思います。努力をしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。本日は大変

ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：井村屋グループ株式会社】

ただいまご紹介にあがりました、井村屋グループの井村と申します。まず最初に、このような状況の中、い

ろいろご配慮をいただきまして、こういった会を開いていただきましてありがとうございます。御礼申し上

げます。また、本日このような栄誉ある賞を頂いたのも、手前みそですが、井村屋、われわれの仲間、製造、

販売の仲間が頑張った証。かつ各国の規制に対応するために細かい要望に応えて、原料、包材を供給してい

ただいている皆さま、運んでいただいている皆さま、販売していただいている皆さま、その代表して御礼を

申し上げたいと思います。われわれ、井村屋グループは１８９６年、三重県松阪市でようかんの製造、販売、

まさに街の和菓子屋として創業いたしました。そこから加工食品、ゆで小豆の缶詰め、冷凍食品、肉まん、

あんまん、アイスクリーム、あずきバーと商品を広げてまいりました。海外事業所においては輸出を中心と

しながら、アメリカ、北京、大連、マレーシアにまで事業を広げさせていただいております。もちろんわれ

われのメンバー、仲間の努力もありますが、こういった結果に至っているのも先人の皆さまたちが日本食の

おいしさ、素晴らしさを広げてきていただいた、その結果、井村屋グループはそのレールに乗っているだけ

に過ぎません。また、ほかの産業の方々も日本企業の信用を築き上げていただいたからこそ、日本食品のお

いしさ、品質の確かさというものを認めていただいていると思っております。われわれ井村屋グループも、

こういったレールを絶やさぬよう、次の皆さま、仲間たちにつなげていけるように少しずつ努力をしていき

たいと思います。まだまだ至らぬ会社ですので、今後ともご指導、ご支援、そして、ご縁をたまわりたいと

思います。どうもありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：あづまフーズ株式会社】

あづまフーズ株式会社の中島と申します。本日はこのような栄誉ある賞を頂きまして、誠にありがとうござ

います。私どもあづまフーズは、三重県にあります水産加工のメーカーでございます。海外事業を１９８１

年にスタートしております。これは創業者の東俊順の海外への強い期待と国内への危機感、こういったもの

が海外展開への大きな原動力となっております。１９９０年にアメリカ、カリフォルニア、２００３年にカ

ナダ、バンクーバー、２０１０年に中国、蘇州、２０１４年にイギリス、２０１９年にペルーに海外製造拠

点と販売拠点を展開させていただいております。本社機能があります日本は、今では居酒屋の定番にもなっ

ているたこわさびの生みの親、パイオニアとして、日本国内で商品の展開をさせていただいております。日

本からの輸出先としましては、アジア、中東、オセアニア、この辺りを中心に販売を増加させてまいりまし

た。私どものような小さな企業が、海外に向けて販売量を伸ばすことができた一つの要因としましては、原

料の検品でありますとか、自社でバンニングすること、通関手続き、こういったものも一貫させることに

よって、中間コストを削減するということに努め、海外の先さまにどのようにメリットを見いだすか、こう

いったところを第一に考え、また、新商品の開発に対しても日本独自のもののみならず、最近ではプラント

ベース、世の中では最近流行しています代替肉、こういったものの開発も積極的に取り組みまして、味付け

ごとにビーガン認証も取り、最近では輸出アイテムの中のトップ10に入るような商品にまで育ってきており

ます。あと、早くから海外事業を展開しているという部分で、日々変わる輸出であるとか輸入の規制、こう

いった部分にいち早く対応できるということが、われわれの強みではないかなというふうに考えております。

いずれにしましても、輸出というものは、国内で販売するのと比べると非常に手間や、規制であるとか、そ

ういったものが非常に大きく違いますので、手前みそにはなりますけれども、弊社の輸出に携わるスタッフ

が非常に優秀で、今日、この賞を頂けたのもこのスタッフのおかげだと思っております。そういった中で、

彼らはあづまフーズの商品だけではなく、他社さんの商品も一緒に積み合わせることで、お客さまのメリッ

トを見いだすようなことも考えています。あづまフーズだけではなく、チームジャパン、日本全体の輸出が

増えればというところも、一つ、念頭に持って動いております。今日はこのような大変名誉な賞を頂きまし

て、本当に感謝しております。これからも輸出に貢献できるように精進してまいりますので、本日はどうも

ありがとうございました。
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【受賞者スピーチ：株式会社和田萬】

ご紹介いただきました、株式会社和田萬、和田でございます。本日はこのような栄えある賞を頂戴いたしま

して、誠に感謝いたします。ありがとうございます。私どもは大阪天満にある創業１８８３年のゴマを焙煎

する専門のメーカーです。私どもが作っている商品は、ゴマを焙煎して作ったいりごま、すりつぶしたすり

ごま、練りましたごまのねりごま、それからごま油、こういったものを製造しております。私どもが輸出に

取り組み始めたのは２０１０年ごろからです。取り組むに当たって、このゴマという商品は世界にありふれ

た食べ物なのですが、どこでも手に入れられるものですが、これをどうやって独自化、差別化していくかと

いうことを考えました。その中で至ったことは、私の父親はゴマの焙煎を、今も元気でやっているのですが、

45年している焙煎の職人で、世界で一番ゴマの焙煎が上手だと思っています。ここを差別化するために重点

を置いて商品の紹介をしていきました。これはどこにでもある、世界のどこでも手に入る原料でありながら、

日本的であるというものを作るに至ったポイントでした。もう一つは、日本産のゴマを強化するということ

です。日本のゴマ市場というのは、年間輸入量は約16万トンです。16万トンのうち、日本のゴマの生産量と

いうのは、今年は約50トン、0.1％をはるかに切っております。ますます毎年下がっています。そんな中で

私は２０１０年から自分でゴマの種をまいて畑を作りということを行いまして、奈良県葛城市ということで、

今、農家さんと一緒に１町、金ゴマの栽培をしております。こちらのものを自分たちで作って、自分たちで

世界で一番おいしい焙煎をして輸出をする、これをより強化していくことで、さらに私たちのゴマの輸出と

いう事業を強化していきたいと思っております。このようなポイントが今回認められたのかなと少し思って

おりますので、今後も皆さんのご協力を仰ぎながら、励んでいきたいと思います。本日はどうもありがとう

ございました。
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【輸出促進政策の現状と課題の報告】

ご紹介いただきました、食料産業局長の太田でございます。先ほど茂木会長からも、そして総理、農林水産

大臣からもお話がありました、今回、取りまとめられました輸出戦略につきまして、若干お時間を頂ければ

と思います。これは５年後の２０２５年に２兆円、そして２０３０年に５兆円という輸出目標に向けまして、

10年間で５兆円に持っていくということでございますので、ずっと10年間じわじわと何かをするということ

ではなく、まずスタートダッシュで必要であるということで、まず当面、来年の夏までに何をするかという

ことで、当面の輸出戦略ということで取りまとめをいたしました。まず１ページ目になります。これはこの

目標の達成に向けまして、海外市場で求められるスペックの産品、これを専門的、継続的に生産し、販売を

するということです。すなわち輸出事業全体をマーケットインに徹底的に転換するということが最も必要で

あるということで、三つの基本的な考え方に基づいて、速やかに実行する戦略、そして夏までに方向性を決

定する戦略、こういったものを取りまとめました。一つ目が、日本の強みを最大限に生かす品目別の具体的

な目標を設定するということです。それから、二つ目が、マーケットインの発想で輸出にチャレンジする農

林水産事業者を後押しするということです。三つ目が、省庁の垣根を越えて、いわゆる縦割りを廃して、政

府一体として輸出の障害を克服することです。こういった三つの柱で構成されております。ページをめくっ

ていただきまして２ページをお願いいたします。総理からのごあいさつにもありましたように、27品目の重

点品目を選定しております。これは牛肉をはじめといたしまして、食味や見た目の美しさなど、海外で評価

される日本の強みを有していて、輸出拡大の余地の大きい品目、これを27品目選定いたしました。またペー

ジをめくっていただきまして、27の重点品目ごとに輸出に向けたターゲットとなる国や地域を特定いたしま

して、このターゲットとなる国や地域ごとの輸出目標を設定するということ、それから、目標の達成に向け

た課題を明確化するということを戦略として打ち出しております。また、海外への販売力を強化するために、

重点品目ごとに品目の団体を組織しまして、その団体が主体となって輸出先国の情報収集、あるいは販売戦

略づくりに取り組むということをやりつつ、ジェトロ、ＪＦＯＯＤＯ、それから国もその取り組みを支援す

るということとしております。４ページ目がそれぞれの具体的な戦略でございます。これは抜粋でございま

すけれども、本体はもっと詳しく品目ごとにそれぞれ何をするかということを位置付けております。５ペー

ジ目をお願いいたします。

プロダクトアウトからマーケットインの転換は、いわゆる余ったものを輸出するということではなくて、最

初から輸出向けに戦略を立ててものづくりをしていくという、今日、受賞された皆さまはそういったことに

昔から取り組まれてできておられる方々でございますけれども、今、農林水産物、食品の輸出は9121億です。

それを２兆円にし、５兆円にしていくという意味では、10年後には４兆円の方々にそういったマーケットイ

ンへの転換をしていただくということが必要になります。そういったことに向けまして、輸出に取り組む事

業者へのリスクマネーの供給、そういったこともやっていきますし、それからニーズや規制に対応した産品

を、求められる量、価格といったスペックで継続的に提供するために、主として輸出向けの生産を行う輸出

産地、こういったものを令和２年度、今年度中にリスト化いたしまして、輸出産地の形成に向けた必要な施

設整備を重点的に行っていこうということです。それから、さらに大ロットや高品質、効率的な輸出に対応

した輸出物流、これを構築するために、農林水産省ではなかなかできないことでございますので、国土交通

省とも連携をしながら、地方の公安、空港の具体的な利活用の方策や、海外におけるコールドチェーン、こ

ういったものの整備も行っていこうということを位置付けております。最後に６ページをお願いします。

マーケットインへの輸出に当たりましては、海外現地での情報、それから売り込み、輸出規制に対応する政

府間協議、こういったさまざまな関連分野で、政府による環境整備が不可欠になっております。これを農林

水産物、食品の輸出本部のもとで政府一体となって協議を進めていきます。また、輸出先国、地域の規制に

対応するために、ＨＡＣＣＰ対応施設などの施設の整備目標を定めまして、計画的に施設整備を進めていく

ということ、それから、輸出促進法に基づきまして、施設の認定、こういったものも迅速に行っていこうと

いうことでございます。さらにわが国の品種、あるいは生産、加工技術が海外に流出いたしまして、日本の

事業者の強みが失われないように、知的財産対策というものも強化をしていこうということでございます。

こういったことを戦略として取りまとめまして、まず当面のスタートダッシュとして、今年度中、そして来

年の夏に向けて取り組んで、５年後、10年後に向けて目標達成していきたいと位置付けているものでござい

ます。どうかご理解とご協力をよろしくお願いいたします。ありがとうございます。



令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

協議会総会 制作物
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ホームページへの掲載



5858

ホームページへの掲載
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協議会総会配布物 [受付配布･席置き配布]  

■受付配布物

・識別証

・胸章（赤：受賞者・白：登壇関係者、選考委員が着用）

■席置き配布物

【封入物一覧】
・総会議事次第
・資料1 輸出促進全国協議会（構成員等）
・資料2 功労者受賞者プロフィール
・資料3 優良事業者事業紹介冊子
資料4 農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略（概要）
資料5 農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略（本文）

※上記を茶封筒に封入し、席置きにて出席者へ配布
※欠席者へは後日郵送

農林水産省

農林水産省様（赤）

ＭＥＭＢＥＲ

会員（緑）

関係者

関係者（薄緑）

省庁関係者

他省庁（ピンク）

ＰＲＥＳＳ

プレス（黄）

ＳＴＡＦＦ

運営スタッフ（黒）

※所属毎に、以下識別分けを行い、受付にて該当パスをお渡し

●識別証デザイン

食流機構関係者
食流機構関係者

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCKDo99Ho8cYCFUonlAodMhUIWA&url=http://item.rakuten.co.jp/bridal-message/rbtr/&ei=rimxVaDZCsrO0ASyqqDABQ&bvm=bv.98476267,d.dGo&psig=AFQjCNExEumAF0tvZKBWfM0uOrDwzGJPuA&ust=1437760239685858


令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

媒体掲載関連
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体掲載関連/WEB

№ 掲載日 メディア名 タイトル URL

1 20年12月21日 農村ニュース 功労者３名らを表彰 輸出促進協総会を開催 ～農水省～
https://www.nouson-
n.com/media/2020/12/21/
5713

2 20年12月13日 フーズチャネル
菅総理は令和２年度農林水産物等輸出促進全国協議会総会に
出席しました

https://www.foods-
ch.com/news/press_12649
63/

3 20年12月12日 産経ニュース 【菅日誌】１２月１１日（金）
https://www.sankei.com/p
olitics/news/201212/plt20
12120001-n1.html

4 20年12月12日 JPubb
菅総理は令和２年度農林水産物等輸出促進全国協議会総会に
出席しました

http://www.jpubb.com/pre
ss/2597694/

5 20年12月12日 マチパブ
菅総理は令和２年度農林水産物等輸出促進全国協議会総会に
出席しました

http://machi.jpubb.com/jp
r/2597694/

6 20年12月12日 東京新聞 菅首相の一日 １２月１１日（金）
https://www.tokyo-
np.co.jp/article/73906?rct
=politics

7 20年12月12日 食肉通信 農水省が輸出全国協議会、菅首相「加工施設整備進め拡大へ全力」
https://www.shokuniku.co.
jp/7993

8 20年12月12日
Yahoo!ニュース
（時事通信社）

首相動静（12月11日）

https://news.yahoo.co.jp/a
rticles/be46c4784da60114
6a48638101c3ce930fc3d56
4



6262

媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■農村ニュース ■フーズチャネル

■JPubb■食肉通信
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媒体掲載関連/新聞・雑誌・Web

■媒体クリッピング

■マチパブ ■東京新聞



6464

媒体掲載関連/首相官邸報道



令和２年度
日本食・食文化の魅力発信による日本産品海外需要拡大委託事業
（日本食・食文化の功労者表彰）

事務局関係
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受賞者対応

10月30日
受賞者3名へ事務局の連絡先及び担当者情報をメールでご案内。

受賞者への連絡

出欠の確認及び交通・宿泊手配

10月30日～
出欠の確認及びスケジュールの調整を行う。
※11月15日までに全員の出欠を確認。

受賞者名 出欠
岸本秀樹様 コロナ感染症拡大による渡航制限のため欠席
冨田建生様 出席

国内滞在中のため、新幹線をご利用。
滞在先は、協議会会場と同じ施設(ザ・キャピトルホテル東急)内にある客室をご用意。

和久田哲也様 コロナ感染症拡大による渡航制限のため欠席

受賞及び講演に際しての提出物と当日の案内

11月11日
提出物等のご案内をメール・電話等で行う。（提出締切は11月20日）
受賞者から順次送られてくる各種データを確認。

11月26日
受賞者3名全員分の各種データを拝受。

12月8日
冨田建生様へ最終案内をメールでご案内。

当日のお出迎え

12月11日
リハーサル時及び開会前のお出迎えを行う。
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協議会会員・選考委員対応

＜協議会会員対応＞

協議会会員への連絡

10月30日
メールにて協議会総会のご案内を送付。（出欠締切は11月8日）

11月8日～
未回答者への出欠確認をメール・電話にて行う。

11月25日
出席者に開始時間変更案内をメールにて配信する。

12月9日
出席者に最終案内をメールにて配信する。

＜選考委員対応＞

選考委員への連絡

11月4日
メールにて協議会総会のご案内を送付。（出欠締切は11月10日）

11月4日
伏木亨様 メールにてご欠席の連絡をいただく。

11月4日
下渡敏治様 メールにてご出席の確認が取れる。

11月5日
佐竹力総様 メールにてご欠席の連絡をいただく。

11月9日
服部幸應様 メールにてご出席の確認が取れる。

11月10日
村松真貴子様 メールにてご出席の確認が取れるが、予定が入り都合がつかない場合欠席の可能性もあるとご連絡をいただく。

11月30日
村松真貴子様 農林水産省様経由でご欠席の連絡をいただく。
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プレス関係対応
プレス関係対応

プレスへの連絡
※農林水産省様とは別途、プレス関係者へ協議会総会に関する案内をリリースする。

国内プレス・メディア向け（申込締切は12月11日まで）

・ファーストリリース
12月7日（申込締切は12月9日まで）
メールにて案内を配信する。

・セカンドリリース
1２月10日午前（申込締切は12月11日午後14時）
メールにて案内を配信する。

＜プレス関係対応＞
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事務局・運営報告
プレス関係対応

総会当日の運営について

<全体>
・新型コロナウイルス感染症対策のため、会場のレギュレーションでもある検温・消毒、スタッフや参加者にはマスク着用
を徹底した。受賞者の皆様にもご協力頂き、授与時・受賞スピーチ時にはマスク着用の上、実施した。
また各所に受付や演台、ステージ等にアクリルスタンドを設置し、飛沫感染防止対策を行った。
記念撮影においても、ソーシャルディスタンスを保ち、撮影する瞬間のみマスクを外して頂くなど、運営面、進行面両方

において、コロナ対策を講じた。

＜受付＞
・事前段階での参加者出欠情報をリストにする際に、「五十音順」「団体名順」のほか、「兼務団体」の表記を行い、受付
のしやすさに重点をおき対応、窓口における混乱はなかった。
・受付前の待機列もソーシャルディスタンスを確保しての整列を促したが、大きく待機列ができることなく、対応できた。

・胸章の着用に関して、受賞者と選考委員は食流機構、JCDスタッフにて、登壇関係者についても農林水産省ご担当者様と
JCDスタッフにて事前に担当を決定したため、ご来場時にスムーズな対応ができた。コロナ対策のため、従来はスタッフが
胸ポケット等に着用をしていたが、今年度は着用するご本人にて対応頂いた。

・プレス受付に関して、事前申し込み・開会前の入場が例年に比べると多数いた。ムービー台が埋まってしまったが、各メ
ディア同士で調整頂いた他、広報担当者からも協力頂くよう呼びかけた。

＜受賞者などの誘導対応＞
・受賞者や委員の皆様を同室（控室「桐」）にしているため、ご説明や会場へのご案内はスムースに行うことができた。
随行者様は会場席数の関係で、総会会場ではなく、控室にて中継をご覧頂いた。
・冨田様のみ車椅子でのご出席となったが、事前連絡担当が、当日ご案内までを一貫して担当することにより、ご本人様に
も安心してご出席いただくことができた。

＜パネル展示＞
・功労者３名、優良事業者10社・団体のパネル展示には、多くの方がご覧になられていた。
また終了後、優良事業者様がパネル前で取材に応じるなど、報道用としても利用されていた。

<演出>
・会場外においての進行状況のモニタリングは控室である桐の間の中継を利用した。

・スタートは定刻で開始となり、全てのプログラムは予定時間の通り進行した。菅総理大臣のご入場もほぼ定刻に行うこと
ができた。また、各受賞者のスピーチが長引いたため、最終的には5分オーバーにて終了した。

・ステージサイズや記念撮影のレイアウトはソーシャルディスタンスを確保するため、例年より広い間隔を取った。横幅が
広がったため、記念撮影時のメディア撮影位置を従来よりも後方にするなど、対応をした。

・コロナウイルスの影響で功労者が２名、来日ができなかったため、事前にメッセージ動画を収録頂き、総会時に上映した。

・挨拶や賞状授与用のマイクは利用者を事前に調整し、常にアルコール消毒を終えた状態のマイクを利用することで、コロ
ナ対策に努めた。

総会の準備について

<受賞者対応>
・事務局開設から、受賞者様へ密に連絡を取り、各種提出物等も開催当日までにご提出いただき、当日の運営・進行をス
ムーズに行うことができた。冨田様は車椅子でのご出席となり、状況を確認しながらホテルとも連携し問題なくご出席いた
だくことができた。

<協議会会員対応>
・本年は、東京都内団体のみ、1団体1名様にて出席をお願いとした。
・欠席団体、都外の団体には、総会終了後当日資料の送付を行った。

<選考委員対応>
・問題なく、事前にご出欠の確認を行うことができた。伏木様、佐竹様、村松様はご都合により欠席された。

<プレス対応>
・事前申し込みよりも総会当日に申し込み無しで来場される方の方が多かったが問題なく対応できた。




